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T o p  M e s s a g e

サスティナブルな
社会と地球環境への取り組み

美しい知恵  人へ 、地球へ 。
正しきことに従う心

代表取締役社長　

小林 一俊

C O N T E N T S

C S R 基 本 方 針

P.02
トップメッセージ

P.12
社会とともに

Webもご覧ください
CSRの詳細な情報を公開しています。
www.kose.co.jp/jp/ja/company/csr/

コーセーグループでは、コーポレート・コミュ
ニケーション活動の主要ツールとして2000
年より「環境報告書」を発行し、2005年からは

「社会・環境報告書」、2013年からは「CSRレ
ポート」としてステークホルダーの皆様へ当社
グループの取り組みをご紹介しています。なお、
2011年より本報告書はWebと冊子からの構
成とし、実績データなどを含んだ詳細な情報は
Web版に掲載し、その中からステークホルダー
の皆様の関心が高い情報を中心にダイジェス
ト化して冊子にまとめました。また、本報告書
のデータ収集や編集にあたっては、環境省の発
行した「環境報告書ガイドライン 2007年度版」、

「環境会計ガイドライン 2005年度版」、およ
びGRI の「サスティナビリティレポーティング
ガイドラインVer.3.1」を参考にしています。

編 集 方 針

P.04
Close up 1
東日本大震災復興支援

「fukushima さくらプロジェクト」で
福島・東北を応援

P.06
Close up 2
美しい知恵  人へ、地球へ。

「SAVE the BLUE®プロジェクト」で
アジアの海を守る

P.08
環境への取り組み

[対象期間]
実績データについては2012年度（2012年4月
1日～2013年3月31日）ですが、一部の項目に
ついては過去の推移も併記しました。また、活
動内容については、2012年度の内容を中心と
しましたが、それ以前から継続中のもの、およ
び2013年4月以降のものも一部掲載しました。

[対象組織]
環境保全活動については、株式会社コーセーと
生産設備を持つ主要関係会社4社の活動内容
やデータを記載しました。社会性についての活
動内容は、株式会社コーセーと全ての関係会社
の活動から記載しました。

対 象 範 囲

コーセーCSR推進体制図

経営会議

CSR委員会

CSR推進委員会

CSRマーケティング ワーキンググループ

CSRものづくり ワーキンググループ

環境 ワーキンググループ

社会貢献 ワーキンググループ

委員長　社長 事務局　経営企画部

委員長　経営企画部長 事務局　経営企画部

　「美しい知恵　人へ、地球へ。」　こ

れは、コーセーが20年以上にわたっ

て掲げ続けてきた企業メッセージで

す。美の創造企業として、私たちの化

粧品を愛用してくださる多くの方々は

もちろん、私たちを取り巻く社会や自

然環境などとのつながりも大切に考

え、そこにも企業活動の力を注いでい

くことを社内外に対してお約束したも

のです。

　化粧品は肌に直接使用するもので

すから、効能効果はもとより肌に対す

る安全性なども含めた、優れた品質

の追求には全力を挙げて取り組んで

います。さらに文化・芸術・スポーツ

振興への支援、盲導犬育成への助成、

自然環境保全活動への参加など、さ

まざまな事業にも積極的に取り組ん

できました。また、1992年には障がい

者の方々の雇用促進とノーマライゼー

ション推進のために、障がい者の方々

が中心になって運営する特例子会社・

株式会社アドバンスを設立しました。

　その後、1997年に地球環境委員

会を発足させるなど、組織的な取り組

みと活動の幅を広げる努力を続けて

きました。最近では、組織もＣＳＲ委員

会へとステップアップさせ、より広範

な活動に対応できる体制を確立して

います。

　最近の主な事例を挙げますと、ロ

ングセラー商品の「雪肌精」を通じ

てサンゴの海を守ろうという「SAVE 

the BLUE®」プロジェクトがあります。

沖縄の海からスタートして、現在では

アジア各国でも展開しています。また、

震災被災地への継続的な応援活動

の一環として、新たに「fukushima さ

くらプロジェクト」への参加も始めま

した。

　コーセーがこのような活動に積極

的に取り組む背景の一つに、創業者

が生涯にわたって堅持し続けたある

精神があります。コーセーは小林孝

三郎によって1946年に創業されまし

たが、彼は「正しきことに従う心」とい

う言葉を座右の銘とし、ことあるたび

に話していました。この精神が企業風

土として定着し、現在では社員の行動

規範ともなっていますが、企業のさま

ざまな活動を決定していくうえでの大

きな判断基準となっていることは間違

いありません。

　コーセーは今後とも全てのステー

クホルダーとの良好なつながりを何

よりも大切にし、世界の人 と々社会に

対して、そしてかけがえの無い地球の

自然環境に対して、正しいと思う活動

を積極的に展開してまいりますので、

皆様のご支援ご協力を賜りますようお

願い申し上げます。
部門間連携による活動

各部門における活動
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　福島県会津若松市の象徴たる「鶴ヶ城」の城壁に、現在は苗木である新

種のさくらが、10年後に大輪の花を咲かせる様子をイメージした映像が

投影され、多くの人々に“未来”へ向けた強いメッセージが発信されました。

当日は予想以上の参加者で賑わい、コーセーの社員も販売店の皆様とと

もに参加しました。10年後に満開になったさくらが、子どもたちに笑顔

の花を咲かせるように、コーセーは今後も多方面から支援していきます。

　多くのお客さまにご愛用いただいている当社の代表

ブランド『エスプリーク』と『コスメデコルテ』を通じて、

全国に新種のさくらを広げる活動を行っています。

　エスプリーク限定品「ビューティフルスキンパクト

UVリミテッドキット2」は、2013年8月21日から10

月31日まで、商品外装箱に新種のさくらをモチーフ

にした共通ロゴを表記して告知活動を行うとともに、

お買い上げの一部を新種のさくらの増殖費用として寄

付します。コスメデコルテ限定品「モイスチュアリポ

ソーム 限定キット」も2013年11月1日から12月31

日までの期間で活動を実施する予定です。

　今後も化粧品を通じて福島から全国に新種のさく

らを広げ、一人ひとりが福島・東北を応援する機運

を醸成する活動に取り組んでいきます。

鶴ヶ城プロジェクションマッピングに 協 賛

V O I C E

『fukushima
さくらプロジェクト』
に想いを寄せて

日本大震災・原発事故より、国内

外の多くの方々にご支援いただき、

人とのつながりや絆を強く感じています。

　私たちは化粧品の力を信じ、震災後も

直接触れ合うことを大切に、一人でも多

くの方をキレイに、そして笑顔にする活

動を続けてきました。このプロジェクト

に参画することによって、新種のさくら

の成長とともにさらに枝を大きく伸ばし、

被災地の今を未来に伝えることができ

ると期待しています。まずはふるさと福

島から感謝の想いを込めて全力で取り

組んでまいります。

東

福島支店美容スタッフ  佐藤 めぐみ

「fukushima さくらプロジェクト」にかける想い
～「美」を通じて日本を元気に～

　震災から約2年半が経ち、被災地から離れた場

所では、どうしても被災地で戦い続けている人々

に思いを馳せる機会が減ってきています。そこで、

化粧品と同じく、「美」を通じて人を笑顔にするさく

らをシンボルとした「fukushima さくらプロジェク

ト」に参加することにいたしました。春になると毎年

咲き誇り、震災のあった春でさえも健気に咲く桜を

目にすることで、被災地に思いを巡らせるきっか

けになると思います。

　私たちは以前から、「絆」をテーマにお客さまや

販売店様へ向けた活動を行ってきました。このプロ

ジェクトでも、福島発のさくらが復興の象徴となっ

て、被災地で頑張っている皆様や全国の皆様と強

い絆を結ぶことでしょう。一日も早く、満開の「はる

か」が各地の街を彩り、東北の心からの笑顔が戻

る日がやってくることを願っています。

（上）お買い上げの一部が
新種のさくらの増殖費用
となる『エスプリーク』 （下）

『コスメデコルテ』

コーセーは、2013年より東日本大震災の被災地への復興支援の一環として、福島・東北を応援する「fukushima さくら

プロジェクト」に参加しています。当社ならではの取り組みを通じ、新種のさくらの苗木を日本各地へ広げる支援を行う

ことで、福島・東北を応援していきます。

東 日 本 大 震 災 復 興 支 援Close up 1

『 エスプリーク 』と
『 コスメデコル テ 』を通じて
新 種 のさくらを拡 大

（上）色鮮やかに映し
出された満開のさく
らのイメージ （下）小
林代表取締役社長も
参加

代表取締役社長

小林 一俊

　東日本大震災から2年以上が経った今、復興は着実に進んでいますが、福島では原発事故に伴う風評被害などもあり、

支援が必要な状況が続いています。

　これを背景に「fukushima さくらプロジェクト」が立ち上げられました。多くの企業の参加（協賛）により、シンボル

となる新種のさくらを増やし、福島県から国内外に届けることを通じて、福島・東北を応援する機運を醸成する広報

活動を行うプロジェクトです。

　原発被害が風化しつつある中で、福島の現状を忘れないため、そして子どもたちが安心して暮らせる未来のために、

それぞれの参加企業が新種のさくらを、さまざまな方法で多くの人々に伝え、行動を促すきっかけづくりをしていきます。

　新種のさくらは森林総合研究所が開発し、福島・東北を応援するシンボルとして福島県に贈られたものです。

2013年より、福島県森林研究センターに建設された苗木の養生ハウスで増殖を進め、2014年から2015年にかけて

初めの１本を贈る計画です。2016年からは順次全国各地へ贈呈し、拡大を進めることを想定しています。

新 種 のさくらが 全 国 に 広 がるまで

2013年 2014年

1 月

苗木の増殖
芽の出た枝を採取
して増やす「接ぎ木」
で増殖させ、株分け
していきます。

植樹式（福島県）
福島県 佐藤知事、白河市 
鈴木市長をはじめとして、
多くの方々が参加しました。

苗木を育てる
養生ハウスで
育てられた苗
木は、支えが必
要ながらも、さくらの木
らしく成長しています。

4 月

1 月

初めの1本を贈呈
福島県より最初の苗
木を贈る予定です。

6 月

各地へ順次贈呈
植樹を希望する
団体・ 個人に苗
木を順次贈呈し
ていきます。

全国で
開花

コ ー セ ー の 取り組 み  第 一 弾

コ ー セ ー の 取り組 み  第 二 弾

7 月

写真提供：
森林総合研究所

写真提供：
森林総合研究所
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美 し い 知 恵  人 へ 、地 球 へ 。

　サンゴ礁には海の生物の4分の1が暮らしていると言われてお

り、そこに棲む生き物たちにとって無くてはならない存在です。

同時に、サンゴ礁は温暖化の原因となる二酸化炭素を吸収する

機能を持ち、人間である私たちにとってもかけがえのない大切

な宝物です。しかし、沖縄本島付近の海のサンゴ礁は、温暖化

による白化現象やオニヒトデの発生等が原因となり、10年前と

比較すると10分の1程度に減少しています。このような状況が、

沖縄の海も含めて地球規模で起こっています。

　「サンゴ大使」が沖縄を訪問した際には、海辺のごみを制限時間内にできるだけ多く集

める「クリーンピック」に参加しました。「クリーンピック」とは、クリーン（清掃）とオリン

ピック（スポーツの祭典）を掛け合わせた造語で、有限会社海の種の金城浩二氏によっ

て発案されたものです。これまでボランティアや一部の有志で行われてきたビーチク

リーンなどの清掃活動を、ルールと競技性を持ったスポーツに変え、誰でも参加でき、

楽しんで競い合いながら、海や山をきれいにするというゴミ拾いのスポーツ大会です。

　2012年より、海外の6つの国と地域でもSAVE the BLUE®のキャンペーンをスタートしました。

ASEAN各国では現地のサンゴ保全に取り組み、その他の国ではそれぞれの自然保護活動を支援しています。

　2012年からは寄付に加えて、「サンゴ大使」として社員や販売

に携わるスタッフ自らが沖縄を訪れ、サンゴについて理解を深め

る活動を始めました。温暖化による海の変化や海とサンゴの関係

を学んだうえで、サンゴの養殖はどのように行われているのかを

実際に見て体験し、SAVE the BLUE®の活動を深く知ることが目

的です。サンゴ大使は「美しくなることで地球にも貢献できる」と

いうことを理解し、全国各地に戻った後、お客さまや他のスタッ

フたちにその思いをお伝えしています。

沖縄には世界一のサンゴ礁があると言われています。しかし、地球温暖化の影響により絶滅の危機にさらされているのが 

現状です。コーセーは未来に美しい自然を残すために、「今できることを」と考え、2009年の夏から、SAVE the BLUE®

プロジェクトをスタートさせました。この活動は2013年で5年目を迎え、沖縄の海から世界の海へと広がり始めています。

地 球 温 暖 化 による
海 の 生 態 系 破 壊

全 国 各 地 から集まる
サンゴ 大 使

Close up 2

クリーンピックにも参 加

海 外 にも広 がるS A V E  t h e  B L U E® プロジェクト

雪肌精によるSAVE the BLUE® プロジェクト
夏のキャンペーン期間中、対象商品の雪肌精をお買い上げごとに、

その底面積分のサンゴを植え付ける費用を沖縄の有限会社海の種に寄付するものです。

対象期間　2013年7月1日～8月31日
対象商品　雪肌精 シリーズ 化粧水・乳液（雪肌精 シュープレム、雪肌精 エクストラ含む）※ミニミニ除く

雪肌精 サンプロテクター、雪肌精 ホワイトBBクリーム
雪肌精 シュープレム　ホワイトニング　ハーバル オイル
雪肌精 シュープレム　パウダーファンデーション（レフィル）
雪肌精 シュープレム　ホワイトニング　リキッドファンデーション

（上）販売店などで活動
を呼びかけるポスター

（左）キャンペーン期間
中だけ特別デザインで
発売

2012年 度 は 昨 年 に 引 き 続 き、Kenting 
National Park（墾丁国家公園）が管轄する
海の清掃などの活動を行いました。さらに、
National Museum of Marine Biology & 
Aquarium（国立海洋生物博物館）が行うサン
ゴの増殖を支援し、台湾の海を守る活動を進
めています。

台湾
海洋保全活動などに取り組む環境保全団体
WWF（World Wide Fund for Nature）Hong 
Kongに寄付しています。2012年5月、タイ
ムズスクエアにて雪肌精のプロモーション
を行った際にはWWF Hong Kongの代表が
環境保護に関するスピーチを行い、活動の詳
細を紹介しました。

香港
雪肌精キャンペーンボトルの売上の一部を
NPO団体のGreenLife（緑色生命）に寄付し
ています。その寄付金は内モンゴルの砂漠の
緑化を目的とした、苗木の植樹に活用されま
す。現地社員が植樹に参加するほか、抽選で
希望するお客さまにもご参加いただいてい
ます。

中国

政府組織 National Parks Boardにおいて
サンゴ保全の第一人者であるDr. James 
Guest氏を支援しています。2012年6月に
は伊勢丹モールにて雪肌精のプロモーショ
ンイベントを行い、SAVE the BLUE®活動に
関する認知を広げる取り組みを行いました。

シンガポール
海洋保全と回復のための政府機関 Dep. of 
Marine & Coastal Resourcesを支援してい
ます。この機関では水質調査やサンゴの養育
調査、サンゴの養殖・増殖活動など、幅広い
活動を行っています。2012年度は地域の子
供たちと一緒にパタヤビーチの清掃も行い
ました。

タイ
1996年にアメリカで創設された世界最大の
サンゴ保全NGO、Reef Check。2007年に
はマレーシアに拠点が設けられ、海洋調査や
サンゴの養殖活動を積極的に展開しています。
これからもコーセーマレーシアでは同組織
に寄付を行い、その活動を支援していきます。

マレーシア

（上）車のタイヤや流
木など多くのゴミが
集まった

（左）楽しみながら清
掃活動する参加者

V O I C E

SAVE the BLUE®

の輪を広げる
「サンゴ大使」

012年10月に「サンゴ大使」として沖縄を訪問

しました。サンゴの養殖を行っている「海の種」

でサンゴの株分けを体験しましたが、水質や温度管理

を徹底し、養殖して植え付けを行う作業は気が遠くな

るほど大変なことだと知りました。今までSAVE the 

BLUE®の活動は自分とは遠い存在でしたが、この体験

を通してサンゴに対して愛おしさが生まれ、体験後は

環境問題について自分の言葉でお客さまや周りのスタッ

フに伝えられるようになりました。お客さまからは「と

てもよい会社ですね」と言われますし、商品をご購入い

ただいた時にも「これで私も貢献できた？」と嬉しそう

にされる方が多くいらっしゃいます。これからもSAVE 

the BLUE®活動の輪を広

げ、後輩にも沖縄へ足を

運んでもらいたいと思っ

ています。

2

コーセー化粧品販売会社  前橋支店  龍見 由梨

（左）全国から集まっ
た「サンゴ大使」

（中）株分けしてサ
ンゴを増やしていく

（右）サンゴの苗

体験を記録した
サンゴアルバム
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環境方針・環境活動推進
コーセーでは、環境マネジメントに関する国際規格「ISO14001」の基本的な考え方をベー

スに、CSR活動全般に関する意思決定を「CSR委員会」が行い、「CSR推進委員会」と傘下

の環境ワーキンググループが中心となって環境活動を推進しています。

Environment

01

1  生物多様性や環境保全に配慮し、省資源、リサイクル、省エネルギー、廃棄物の削減等に努めます。
コーセーは材料・資源の減量化の推進やリサイクル材料の積極的活用、廃棄の容易な材料を活用した商品化、工場やオフィ
スなど全ての事業所での廃棄物の減量化と分別収集の徹底などを目指した企業活動を展開していきます。

2  常に環境負荷低減型の原材料の使用、および商品の研究開発に努めます。
環境汚染を防ぐために、特定材料や原料の削減、使用禁止等についてはガイドラインを作成して徹底しています。また、環
境にやさしい原料や材料の研究開発も積極的に進め、商品化に生かしたり、包装材料の簡素化や軽量化に役立てています。

3  環境関連の法律や規則を遵守し、環境保全に関する社会活動に積極的に参加します。
容器包装リサイクル法等を遵守するだけでなく、工場排出物等に関しては社内規制を強化して環境汚染の防止に努める
とともに、各事業所周辺の環境向上運動や地球環境保全事業への積極的支援なども行っています。

4  環境保全活動を推進するための組織を整備し、継続的な活動を展開します。
1997年に地球環境委員会を設置、また2013年4月にはCSR委員会へと改変し、活動の推進と関係各部門への働きかけ
を組織的に行うとともに、ISO14001に基づく環境マネジメントシステムを積極的に導入し、実施しています。

5  環境保全に関する教育、広報活動等を通して社員の環境に関する意識の向上をはかります。
活動の原点はまず社員からという考えのもと、職場におけるエコ改善事例や提案等の募集、社内報を活用した情報提供
などを通じて、社員の意識向上に努めています。

　2013年より新たに発足したCSR委

員会、CSR推進委員会の下に環境ワー

キンググループを設置し、全社的な環

境マネジメントシステムを構築しました。

これにより、事業活動の一環として、地

球環境の保全に向けた取り組みをより

一層強化していきます。

環境マネジメントシステムの組織体制図

環 境 基 本 方 針

　コーセーは2012年度も生産部門を

中心に廃棄物量削減のための努力を続

けてきました。可能な限りリサイクルを

実施し、単純廃棄処分を避けることを

基本方針として取り組んでいます。その

方針にそって、各職場において分別・

回収を徹底し、リサイクル率の向上、廃

棄物量の削減に努めています。現在、

99.9％以上の産業廃棄物が再生プラス

チックや堆肥、燃料へとリサイクル化さ

れています。

　コーセーでは、限りある資源を守る

ために、環境に配慮した商品づくりを進

めています。環境に配慮した原材料を

採用するだけでなく、使い終わった後

の廃棄量の削減も考慮した容器やパッ

ケージの研究開発も行っています。

　商品の1個箱や、化粧品の使い方な

どを説明する能書、パンフレット、ダン

ボールなどには、基本的に再生紙を使

用しています。さらに、能書を箱の外

側もしくは内側に直接印刷し、別紙に

よる能書の添付をしない工夫をしてい

ます。また、森林保護のためにバガス

など、木材を使わない非パルプ紙を「ジ

ルスチュアート」などで積極的に採用し

ています。ポンプ付け替え容器と詰め

替えパウチ容器の採用も、容器素材の

使用量の削減に役立っています。

　それに加えて、環境に配慮した栽培

方法によるオーガニック原料の活用に

も力を入れています。

2012年度狭山・群馬事業所の環境負荷データ

2012年度 2011年度との
増減量

電気エネルギー 9,194（単位/1,000kw） ▲1,498

重油・灯油 343（単位/1,000Ｌ） ▲16

天然ガス 726（単位/1,000Ｎm3） 254

水 238（単位/1,000m3） ▲8

原料 8,396（ton） 184

容器・包装材料 6,119（ton） ▲287

2012年度 2011年度との
増減量

大 気 へ の 排 出

CO2：6,701（ton） 208

NOx：4,795（ton） 2,027

SOx：0.332（ton） ▲0.067

工 場 排 水 の 排 出

排水量：140（単位/1,000m3） ▲5

BOD※：14.362（ton） 0.04

SS※：6.640（ton） ▲0.689

n-Hex※：0.515（ton） 0.104

化 学 物 質 の 排 出（PRTR 対象物質）

大気：0（ton） ±0

産業廃棄：0（ton） ±0

産 業 廃 棄 物 の 搬 出

総排出量：1,970（ton） ▲83.3

再資源化：1,969.7（ton）

マテリアルリサイクル：989.9（ton）

ケミカルリサイクル：115.99（ton）

サ－マルリサイクル：863.83（ton）

▲83.3

単純焼却：0.29（ton） ±0

I N P U T

O U T P U T

コーセー主力工場（2拠点）
狭山事業所 群馬事業所

※ 水質汚濁の指標として用いられる指標。BODは生物化
学的酸素要求量（水中の有機物などが微生物により分
解される際に消費される酸素量）、SSは浮遊物質量（水
中において懸濁している物質）、n-Hexは水中に含まれ
る油分（鉱物性、動物性、植物性）の総量

産業廃棄物量の推移とリサイクルの推進

限りある資源を守る取り組み

環境マネジメント

経営会議

CSR委員会

CSR推進委員会

環境ワーキンググループ 事務局	 総務部

上記以外の工場の数値は、
Webサイトをご覧下さい。
社会・環境報告＞環境への取り組み
＞事業所の環境負荷データ

ゴミゼロ
推進

分科会

環境資料
作成

分科会

化学物質
安全管理
分科会

環境保全
啓発推進
分科会

容器包装
リサイクル法

対応
分科会

環境会計
分科会 各事業所 関係会社

箱の内側に能書を印刷

箱の素材にバガスを使用

ポンプ付け替え容器と
詰め替えパウチ

オーガニックオリーブ
抽出オイルを配合

産業廃棄物量の推移と目標

250

200

（kg/1000打）

0
2008

■	目標　　■	実績
2009 2010 2011 2012

239
241242

232
235

231
233

※　目標値は2010年度を基準とした3ヶ年計画
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環境方針・環境活動推進Environment 01

　生産段階における二酸化炭素（CO2）

の排出量を、3ヶ年計画によって

2012年度までに2010年度レベル

の98.5％にすることを目標に取り

組んできました。2012年度は、目

標値778（kg/1000打）に対し、677

（kg/1000打）という結果で、目標値

を大きくクリアすることができました。

今後は、2012年度の実績をベースとし

て、2015年度までに98.5％（単年度

の削減目標は0.5％）にすることを目標

とし、省エネ活動を展開していきます。

　コーセーでは、環境に配慮した商品開

発や改良を常に模索しています。1992

年の発売以来、長年ご愛顧いただいて

いる「コスメデコルテ　モイスチュアリ

ポソーム」レギュラーサイズでは、廃棄

時にガラス製の容器本体とプラスチッ

ク製の肩カバーを分離廃棄したい、と

いうお客さまからのご意見から、デザ

インや使い勝手に影響がなく、簡単に

分離できる設計の容器を開発しました。

　また、コーセーコスメポートでは石油

の代わりとなる持続可能な原料を使っ

た容器の採用を進めており、植物由来

のPE（ポリエチレン）プラスチックを取

り入れています。まずは、容器素材の

約12％を植物性PEとした詰め替えパウ

チ容器から始めました。少しずつ工夫

を積み重ねて配合量や対応商品を増や

し、2013年には「ソフティモ　スピー

ディ　クレンジングフォーム」のボトル

容器の約90％を植物由来PEにすること

ができました。今後も対応商品を拡大

していく予定です。

　コーセーは環境への影響に配慮し、

2000年度に群馬工場にてISO14001

の認証を取得しています。それに続い

て、2002年度に狭山工場、2003年度

に関係会社工場でも認証を取得し、生

産部門全体で省エネ化を推進していま

す。そして、工場の建屋のつくりにもお

よぶ省エネ技術を研究し、ハード面とソ

フト面の両方から省エネ化に取り組んで

います。

　ハード面の取り組みとしては、2008

年に群馬工場でボイラーの燃料を灯油

から天然ガスに切り替えるとともに、狭

山工場にインバータコンプレッサーを

導入し省エネ化を図りました。さらに

2011年には、群馬工場にエネルギー

使用効率を高めるコージェネレーション

システムを導入。2012年7月から稼動

をスタートさせました。

　また、コーセーを含む化粧品メーカー

6社で1997年に発足した「コスメ物流

フォーラム21」では、今もなお企業の

枠を超えて物流業務の効率化による環

境改善に取り組んでいます。それに加

えてコーセーでは、モーダルシフトの

推進により、関東から北海道、九州へ

の配送は鉄道輸送を行っています。こ

れらの物流業務の合理化と省エネ化に

よりCO2削減をはじめとする環境負荷の

低減を図っています。

　空調温度の細かな調整・管理や夏場

のCool	Bizの実施のほか、会議室など

の無人時の消灯、就業前や昼休み時間

帯の一部消灯など、全事業所で省エネ

ルギー活動を推進しています。また、社

員の環境保全に対する関心を高め、環

境活動への啓発を図るため、1999年

から毎年12月をエコ推進月間とし、全

社員・全部門を対象として活動事例や

川柳の募集を行っています。

　環境保全と地域・社会への貢献を目

的として、各事業所の近隣の清掃を定

期的に実施しています。これからも企

業市民として、地域に信頼される企業

であるよう、活動を続けます。 日本橋本社の周辺のゴミを拾う社員 狭山事業所の清掃活動

天然ガスを利用した環
境にやさしいコージェ
ネレーションシステム

CO 2削減の目標と実績

CO 2排出量の実績と削減に向けた取り組み

環境に配慮した商品開発

オフィスでの取り組み

事業所近隣の
清掃活動

本  体

廃熱ボイラー

防音壁

冷却塔
排気塔

植物性ポリエチレン
を約90%使用した
パッケージ

肩カバーをまわすことで
分離することができる

簡単に分離できる
設計の容器

「エコ活動事例・エコ川柳」表彰式

CO2排出量の推移と目標

800

0

600

700

■	目標　　■	実績
2010

786

2009

714

2008

747

2012

778

677

2011

782

738

（kg/1000打）

※　目標値は2010年度を基準とした3ヶ年計画
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お客さまとともに
コーセーは、化粧品を中心とする美の創造企業として、いつまでも美しくありたい・健や

かでありたいというお客さまの願いに応え、お客さま一人ひとりの生活がより充実したも

のになるように支援していくことが使命であると考えています。

Socia l

01

　コーセーは1946年の創業時より、原

材料の調達から製造現場まで品質管理

を徹底するとともに、最良の商品をつ

くり出すことに情熱を注いできました。

2010年度からは「お客さまの満足が私

たちの願いです」というメッセージを核

とした「コーセー品質方針」を掲げ、さ

らに広く深い意味での“品質”を磨き続

けています。

　いつの時代も、コーセーはお客さま

のニーズに応え、先取りすることを目指

しています。世界初の「パウダーファン

デーション」を生み出したのも、社会に

進出していく女性へ、より簡単にお化粧

できるものを提供したいという想いが

原点となっています。

いつの時代もお客さまに愛される商品づくり

時代を映すコーセーの化粧品

「お客さまの満足が私たちの願いです」
■ 良い商品で安心と安全を提供します。

■ 魅力的な商品や最良の品質を追求します。

■ 正しい情報をお届けし、お客さまとの信頼をつくります。

■ お客さまの声を聞き、より良い商品づくりに活用します。

■ ものづくりやサービスの基本である法規制を遵守します。

品 質 方 針

コーセー初の
高級化粧品ブランド

「ラボンヌ」

1970年代

オイルショック
家計を支えるため、
女性の社会進出が
進んだことを背景
に、使い勝手を重視
した化粧品を開発。

1990年代

バブル崩壊
経済的な豊かさよ
りも、心の安らぎが
大切とされた時代
を反映。

1950年代

高度成長期の
始まり
戦後の経済復興と
ともに高級化粧品
に注目が集まり、求
められる品質も飛
躍的に向上した。

2010年代

現在
年齢を重ねても女
性であることを喜
び楽しめる時代へ。

1980年代

経済大国日本へ
スキーやテニスな
どのレジャーブー
ムが、汗に強いなど
の機能向上を牽引。

1946年

創業

世界初のパウダー
ファンデーション

「フィットオン」

業界初の
スポーツ専用ブランド

「スポーツビューティ」

自然派ブランド
「アウェイク」

エイジングケアブランド
「アスタブラン」

科学的な手法による品質管理

安心してお使いいただくために

お客さまの声に真摯に応える体制

　コーセーの全社的な品質管理活動は、

約30年前に導入したQCサークルを基

盤としています。QCサークルは、生産

性向上や品質向上につながる活動を推

進するグループで、生産部において約

90のサークルが活動しています。改善

活動はパートタイマーやアルバイト※も

含めた、生産に携わる全従業員が主体

的に行っており、個々の能力が大きく発

揮されることから、やりがいのある職

場環境づくりにも役立っています。

　毎年生産部門が合同で開催する「チャ

レンジKAIZEN大会」は36回目を迎え、

上位入賞者が参加する地方・全日本大

会ではたびたび表彰もされています。

　化粧品は、お客さまの大切な肌や髪

へ直接つけて使用されることから、「安

全に、安心してご使用いただけること」

が大前提です。コーセーはこの点を重

視し、原料の採用にあたっては、独自

の厳格な基準を設け、安全性を確認し

た原料を採用しています。また、最終

製品においても、お客さまの使用状況

を想定しながら十分に安全性を確認し

たうえで、商品を市場に送り出していま

す。

　コーセーは、品質の良い化粧品をつ

くり届けていくことが重要と考えていま

す。肌への効能・効果や機能の確保は

もちろんのこと、常に高い品質を維持

し、お客さまに安心して使っていただ

ける安全な化粧品を提供することを何

より優先しています。

　お客様相談室では、「傾聴」「共感」「迅

速」「信頼」をモットーに、定期的に研修

やお客様満足度調査等を行い、相談員

のスキルアップに努めています。お客

さまから寄せられた大切な声はスピー

ディーに共有化するため、社内システ

ムでリアルタイムに閲覧・検索できるよ

うにしています。さらに、声の集約・

分析を行い「SMILE REPORT」として関

連部署へ定期的に報告し、お客さまに

ご満足いただける商品やサービスの提

供につなげています。

　また、皆様の要望を、商品開発の段

階からもっと反映するための取り組み

も進めています。昨年度には、Webサ

イトへ直接ご意見を投稿していただく、

「コーセーアイデアボックス」を設置し

ました。

製造過程に無理・ムダがないか、常に見直す

原料と最終商品の安全性を確認

お客様相談室

※　大きな成果を挙げることができた非正規社員に
は、正社員への登用制度を用意しています。
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お取引先さまとともに 株主の皆さまとともに
コーセーは、創業時に掲げた経営五大方針に「共存共栄」を記しているように、お取引先さ

まとの関係を重視した経営を実践してきました。販売チャネルが多様化した現在でも、こ

の姿勢は変わることなく受け継がれています。

コーセーは株主の皆さまの期待にお応えするため、経営の健全性や効率性を高めて安定

した利益還元を図るよう尽力しています。優れた研究開発力、特長あるブランド、強固な

営業体制などの強みを生かすほか、業務改革や経営改革にも積極的に取り組んでいます。

Socia l Socia l

02 03

　コーセーグループでは適切なカウンセ

リングを通して化粧品を販売するため、

販売店様やその従業員の方々を対象と

したセミナーを多数実施しています。販

売店様向けセミナーでは、それぞれの

ブランドに対する理解を深める導入研

修をはじめとして、カウンセリングスキ

ルのさらなる向上を目指し、キャリアを

積むためのスキルアップ研修を定期的

に開催しています。

　2013年度からは、化粧品専門店様

へ入社された新入社員の方々を対象に、

社会人としてのマナーから化粧品従事

者としての美容に関する基礎を学ぶコー

スを設けて、早い段階でのプロフェッ

ショナル育成を目指しています。さら

に、シーズンごとの肌トラブル対策や、

それに対応する最適なスキンケアアイ

テムの研究のほか、カウンセリングを

中心とするフェイスタッチアップやレッ

スンなど、テクニック向上のためのカリ

キュラムによるセミナーも実施していま

す。

　コーセーグループは今後もお取引先

様との信頼関係を築き、確かなスキル・

お客さまの状況を考えた接客の追求に

努めています。

　コーセーは上場企業として、機関投

資家やアナリスト向けの決算説明会を

年2回開催しています。また、女性のた

めのIRセミナーを開催するなど、適正

な情報開示によって株主や投資家の皆

様の理解と信頼を得られるようIR活動

に力を注いでいます。

　コーセーでは、全てのステークホル

ダーとの共生を重要な経営課題ととら

え、コーポレートガバナンスの強化に

よって透明性、公正性の高いコミュニ

ケーションを図っています。そのため、

取締役会と監査役会によって業務遂行

の監督・監視を行う監査役制度を採用

しています。また、業務遂行の効率化を

図るために執行役員制度を導入し、経

営会議を設置して経営の重要事項を協

議しています。なお、全社的なコンプ

ライアンスを実施・確保するためにリ

スクマネジメント・コンプライアンス委

員会を設置するとともに、監査役2名は

当社と利害関係のない独立性のある社

外監査役としています。

　化粧品の原料や、容器などの材料の

仕入先様に対しては、年に一度開催す

る方針説明会において、品質・環境配

慮への協力を呼びかけています。2013

年度には60社を超える仕入先様にご参

加いただき、特に売上や品質向上、環

境配慮などに大きく貢献していただいた

仕入先様へ感謝の気持ちを表す表彰を

行いました。

　また、仕入先様との相互発展のため

定期的に情報交換会を開催し、環境や

品質、調達に関わる提案や情報をいた

だき意見交換を実施するなどし、その

中で品質向上や調達の効率化、環境に

優しい植物由来樹脂原料や紙器類の採

用および、仕入先様との共同開発も積

極的に進め、新商品の開発に生かして

います。

コーポレートガバナンス体制図
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地域社会とともに
コーセーグループは、地域社会との調和と共生を重要な課題としてとらえ、産学連携や化

粧品を通じた社会貢献を進めています。今後も社会で必要とされる企業であるために、積

極的に活動の場を広げ、いち企業市民として持続可能な社会を築いていきます。

Socia l

04

東京大学に共同研究室を設置

未来を担う人材の教育支援

スポーツ振興へのさまざまな取り組み

生活しやすい社会を目指した
バリアフリー活動

　コーセーは「スポーツをするときも美

しく」というコンセプトのもと、独自の

撥水技術を開発。1981年に業界初の

スポーツ専用化粧品ブランド「スポーツ

ビューティ」を発売しました。現在は、よ

りファッショナブルなブランドに進化し

た「スポーツビューティ ファシオ」として

多くの方から愛されています。こうした

スポーツへの思いから、当社では芸術

性の高いスポーツの発展をさまざまな

面で支援しています。

　2006年4月には、シンクロナイズド

スイミング日本代表（マーメイドジャパ

ン）のオフィシャル コスメティックパー

トナー契約を行い、同年日本スケート

連盟 オフィシャルパートナー契約を結

びました。シンクロナイズドスイミング

では、演技だけでなく、各選手のメイク

も同調していることも重要です。テーマ

に合ったメイクデザインの提案はもちろ

ん、顔立ちや個性の異なる選手たちを

似せて見せることを考慮した技術指導

を行っています。

　選手たちが演技に集中するためには、

メイクが「水に強く、落ちない」ことも大

切なポイントであるため、試合には耐水

性の高い当社商品を提供しています。ま

た、プールの塩素や、屋外で演技する

際の紫外線など、選手の肌や髪への負

担は少なくありません。そのため、コー

セーは大会のメイクアップ指導に加え、

日常的なスキンケアからヘアケアまで、

トータルなサポートをしています。

　コーセーグループはバリアフリー社

会を目指して、売上げの一部を全国盲

導犬施設連合会に寄付し、盲導犬の育

成や普及活動を支援しています。寄付

金は身体障がい者補助犬健康管理手帳

の制作にも役立てられています。また、

コーセーコスメポートでは、点字を表示

したバリアフリーパッケージ商品を数多

く揃えており、あらゆる人に喜ばれる

工夫を進めています。

　2007年より、化粧品業界として初め

て、東京大学大学院薬学系研究科にラ

イフサイエンス研究の推進を目的とした

共同研究室（正式名称：産学連携共同研

究室 株式会社コーセー）を設置し、研

究活動に取り組んでいます。同大学とと

もに、肌の老化メカニズムのさらなる

探求や、科学的知見に基づいた新しい

薬剤の開発を行い、最先端のライフサ

イエンス研究を皮膚科学分野に取り入

れることで、人々のより豊かな生活を支

援していきます。

　2012年度は産業能率大学や立教大

学と共催し、コーセーのブランド「ファシ

オ」を題材にしたビジネスコンテストを

実施しました。7週間にわたりコーセー

社員と約50名の学生がワークショップ

を重ね、費用対効果を含めて現実的な

ビジネスプランを策定するもので、最

優秀案の選考にも携わりました。2013

年度は全国から大学生・大学院生を募

り、環境配慮型のビジネスプランを作成

する「em factory2013全国学生環境ビ

ジネスコンテスト」の支援に加えて、産

業能率大学で新設されたマーケティン

グ学科で現役社員が講師を務めるなど、

人材教育にも積極的に関わっています。

　この他にも、一般の方が参加できる

大学の講座や、東京ヘアメイク専門学

校などへの講師派遣を通じて、学術面

の支援を積極的に行っています。

販売戦略をテーマとした産業能率大学での授業

共同研究室が置かれている東京大学本郷キャンパス

大会では選手自身がメイクアップするため、事前に
指導やアドバイスを実施

 スペシャルサイト　
http://www.kose.co.jp/jp/ja/kose_sports/
index.html

（上）立派な補助犬の育成を
支援

（左）手帳に補助犬の衛生・
健康結果を記録

企業訪問学習の受け入れ

　文部科学省が推進する総合的な学習

の一環として、修学旅行時に企業訪問

を実施する中学・高校が増えてきてい

ます。生徒自らが関心のある分野の企

業を選び、訪問で学んだことを、後日

授業で発表するというもので、当社も

多くの職場見学を受け入れています。将

来の進路や職業を考える場の提供を通

じて、中学・高校生の未来を応援して

います。 講師社員の話に聞き入る学生たち

化粧品学（コスメトロジー）の発展に貢献

さまざまな分野のスペシャリストが集った表彰・贈呈式

　公益財団法人コスメトロジー研究振興

財団は、1990年にコーセーの創業者で

ある小林孝三郎が化粧品学（コスメトロ

ジー）発展のために設立した機関で、優れ

た研究を行う研究者や研究機関を助成し

ています。2012年度は33件の研究課題

と2件の国際交流に対して助成金を贈呈

しました。

※　本財団は内閣府より公益認定を受け、2011
年10月に公益財団法人へ移行しました
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社員とともに
コーセーグループは、企業を支えるのは社員であるという考えのもと、経営理念の一つに「一

人ひとりを大切に」を掲げ、社員全員が能力を十分に発揮できるように、「人財」育成と職

場環境の整備に努めています。

Socia l

05

継続的な雇用適性を支える人材育成

美容スタッフの魅力を磨きあげる
教育やコンテスト

社員のアイデアを商品化

チャレンジ精神を支援する人材公募制度

女性の活躍が光る企業に

障がい者と健常者がともに
化粧品の製造・管理に従事

　コーセーグループでは、企業と社員

がともに同じ理念と同じ目標を目指して

前進できるように、教育制度、人事制

度、経営参加制度を設けています。社

員が自由に商品化のアイデアを提案で

きる「コーセーアイデアコンテスト」もそ

の一つで、2008年から2年おきに開催

しています。第3回となる2012年度に

は2,646件の応募があり、優秀提案に

対しては商品化への検討が進んでいま

す。

　コーセーの「行動理念」には、「習慣を

超えてチャレンジ」、「持続する情熱と

向上心」という項目があります。社員自

らのやりたいという情熱に応え、生か

していくために、新しい仕事へのチャレ

ンジチャンスとして人材公募制度を設

けています。年に一度、各部門からの

募集内容を発表し、社内へ告知します。

所属する組織の枠組みを超えて応募で

きる制度で、募集側の要件を満たせば

誰でもチャレンジできます。

　コーセーグループでは、従業員がラ

イフイベントへ柔軟に対応できるよう、

仕事と家庭の両立支援を進めています。

育児休業は、最長で産後1年半まで取得

可能であり、保育園に入所できない場

合などに活用されています。時短勤務

制度は、小学校入学まで取得することが

可能です（法律では3歳まで）。2012年

度内には、出産した正社員のうち、退

職者は1割に留まり、約9割の方が育児

休業を取得しています。育児休業や時

短勤務制度を気兼ねなく活用できる雰囲

気づくりや、子育て中の従業員へのバッ

クアップ体制の充実も推進しています。

　創立から20周年を迎えたアドバンス

は、化粧品の製造を目的とするコーセー

の子会社です。障がい者の雇用を促進

する特例子会社として、化粧品業界で

初めて、全業種では25番目の認可を受

けました。現在は、化粧品の充填、包

装、仕上げ加工に関する業務を中心に

行っています。建物や機械は障がい者

の方でも安全に作業できるように設計

され、現在、全従業員の約半数の障が

い者が活躍しています。

　コーセーグループでは、社員の継続

的な成長を目指してきめ細かな人材育

成を行っており、職種や各ステージに

応じたさまざまな教育制度や研修プロ

グラムを設けています。

　2013年度は、将来のリーダーとな

る人材を育成するため、事業提案を実

際に行いながら経営感覚を身につける

「ビジネス エデュケーショナル カレッ

ジ（BEC）」をスタートしました。新規事

業の検討と立案というプロジェクト形式

の研修となっており、さまざまな部署か

ら選抜された社員が、目的達成に求め

られる能力を実践的に習得しています。

　お客さまと接する美容スタッフは、知

識や技術の習得に加え、心を込めた対

応で、「お客さまの期待に応え、期待を

超える」ことを目指して日 ト々レーニン

グを重ねています。2012年度からは、

美容スタッフが仕事を通じ「自分を磨く」

ことを応援する「ステップアッププラン

（SUP）」を導入しました。知識やスキ

ルをさまざまな角度から測ることで、一

人ひとりの強み・弱みを明らかにし、自

ら学ぶ意欲を引き出すのが目的で、通

信教育受講者が急増する効果も出てい

ます。美容スタッフの教育、評価、育

成をする各支店の美容課長に対しても、

SUP分析データを使い、教育技術を高

める研修を実施しています。

　美容スタッフが毎日の店頭活動で身に

つけた、メイクや接客の技術を総合的

に競う場が、1975年に始まった全国コ

ンテストです。2011年度から「グロー

バルEMBコンテスト」として、対象を海

外にも拡大｡ 2012年度も、国内外か

ら最終選考まで勝ち残ったメンバー17

名が、その技術を競いました。

新規事業の機会やリスクを分析し、討論するBEC

V O I C E
頃から、お客さまに楽しんで化粧品を選んでいただくことを

心がけています。お客さまが心を開いてくださって、一緒に楽

しみながら美しくなっていただくことが、この仕事の一番の喜びです。

コンテストで優勝できたのは応援してくださった皆さんのお陰と感

謝しています。

日第2回グローバルEMB
コンテストグランプリ受賞

コーセー化粧品販売（株）首都圏西支店

鈴木 望
同じ製造ラインで障がい者と健常者が一緒になって
業務を遂行

グローバルEMBコンテストの実技審査

美容課長の教育技術を磨く集合研修

2012年度 出産に伴う、
育児休業取得者と出産退職者の割合

正社員
女性

非正社員
女性

0 20 40 60 80 100（%）

■ 育休取得　　■ 出産退職




